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特集 迫る超高齢社会の糖尿病医療を考える
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　糖尿病の有病率は高齢者で高く，特に介護支援サービス
（ケア）の受給者でも他の年齢層に比べて高い。わが国で
は検診制度の普及に伴い，高齢者健診を受診すれば糖尿病
のスクリーニングが受けられる。このようなスクリーニン
グは自立した高齢者にとっては自助に有用となることが確
実であるが，ケアの受給者では，食事や運動，薬物療法な
どの糖尿病に関する十分な教育がケアサービス供与者に施
されていなければ，無用となってしまう可能性がある。

Ⅰ．地域医療の仕組み

　地域医療は，外来診療を主とする一次医療，入院診療を
主とする二次医療，高度専門診療が主の三次医療に分類さ
れ整備が進められている。高齢者の地域医療については，
“住み慣れた地域”で高齢者が医療や介護，生活支援サポー
トやサービス（ケア）を受けられる体制を，市区町村が中
心となり構築している。これは，地域包括ケアシステムと
名付けられ，居住，生活支援，介護予防・介護，医療など
の“包括的な”整備が推進されている。地域により高齢化
の状況，地縁関係の濃淡，地縁組織（町会，互助会他）・

NPO・ボランティア団体などの民間資源の状況は異なる。
さらに，地域に見合うシステムの構築や，各地域の抱える
課題を分析した対応策や解決策を講じての発展が求められ
ることから，国ではなく各自治体が地域包括システム構築
の前面に立っている。最近の介護の主要な目標には，24時
間ケアが受けられる入所施設内での内部完結型ケアから，
自宅などでの高齢者の暮らしを地域で支えていく地域完結
型ケアを中心にすることに力点が置かれている。
　地域介護における糖尿病についていえば，前述した健診
による糖尿病の有無の結果がケアプランニングに生かされ
ていないことがいまだ多いといわれている。脳卒中後遺症
や認知症にフォーカスしたケアプランニングが主となって
いる。その結果，糖尿病を有するケア受給者に対して糖尿
病に関わる生活サポートやサービスが事前に供給されず，
ケア受給者のQOL低下や糖尿病に関連するケアの遅れを
生じさせる。介護現場での糖尿病療養の質は，一般の高齢
者に供される糖尿病療養の質を常に下回ることになる。こ
の原因として表1に示すような問題点が示唆されている。
　また，重度介護の必要な高齢者の増加を抑制する一次予
防や二次予防も自治体に求められている。介護における一
次予防は，活動的な状態にある高齢者を主な対象として
生活機能の維持・向上に向けた取り組みを行うものであ
り，二次予防は，要支援・要介護状態に陥るリスクが高い
高齢者の早期発見・早期対応により，状態を改善し，要介
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